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今月の表紙

駅前通りに色づくモミジバフウの並木

広報紙をスマホに配信します
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●飼育、栽培、保管、運搬が原則禁止です

●輸入することが原則禁止です

●野外へ放つ、植える、まくことが原則禁止です

●許可を得て飼養等する人が、許可を得ていな
い人に譲渡、引渡し、販売することは禁止です

●許可を得て飼養等する場合でも、定められた
特定飼養等施設のみでしか飼養等できません

※研究目的などで、逃げ出さないよう適正に管理する
施設を持っているなど、特別な場合に許可されます。
　飼育、栽培、保管、運搬のことを、外来生物法では、
飼養等といいます。
　外来生物法に違反した場合、個人では３年以下の懲
役または３００万円以下の罰金が科せられます。

外
来
生
物
と
は

も
と
も
と
地
域
に
い
な
か
っ
た
の

に
、
意
図
的
ま
た
は
非
意
図
的
な
人

間
活
動
に
よ
っ
て
、
他
地
域
か
ら
導

入
さ
れ
た
生
物
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

日
本
の
野
外
に
生
息
す
る
外
来
種

の
数
は
、
２
，０
０
０
種
を
超
え
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
の
中
に
は
、
農
作
物
や
家

畜
、
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
物
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
の
自
然
環
境
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
も
い

て
、
こ
れ
ら
を
侵
略
的
外
来
種
と
い

い
ま
す
。

外
来
種
被
害
予
防
３
原
則

　

外
来
種
は
人
間
生
活
と
密
接
に
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
問
題
は
日
常
生
活
に
密
着
し
た

問
題
で
あ
る
た
め
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
理
解
と
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
に
か
か
わ
る
際
に
は
「
入

れ
な
い
、
捨
て
な
い
、
広
げ
な
い
」

の
３
原
則
を
心
に
と
め
、
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
生
き
物
を
飼
育

す
る
場
合
は
、そ
の
生
き
物
の
寿
命
、

成
長
し
た
と
き
の
大
き
さ
、
生
態
な

ど
を
十
分
調
べ
た
上
で
、
責
任
を

持
っ
て
終
生
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律
外来生物法で禁止されている事項

イラスト：環境省ホームページ
問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

例外として、適用除外される特定外来生物（通称条件付特定外来生物）であるアカミミガメ、アメリカザリガニについては、一
般家庭で手続きなく飼育することが可能です。ただし、池や川などの野外に放したり、逃がしたりすることは、法律で禁止され
ています。飼い続けることができなくなった場合は、知人や新しい飼い主を探している団体などに譲渡してください。

悪影響を及ぼす恐れのある外来種を自然分布域から非
分布域へ「入れない」

飼っているものや栽培している外来種を適切に管理し
て「捨てない」（逃がさない、放さないなどを含む）

すでに野外にいる外来種をほかの地域に「広げない」

入れない入れない
捨てない捨てない
広げない広げない

外来種被害予防３原則外来種被害予防３原則
－侵略的外来種による被害を予防するために－－侵略的外来種による被害を予防するために－

北
米
大
陸
原
産
で
、ペ
ッ

ト
用
に
輸
入
さ
れ
た
飼
育

個
体
が
逃
げ
だ
し
た
り
捨

て
ら
れ
た
り
し
た
も
の
が

国
内
で
繁
殖
し
ま
し
た
。

体
長
40
〜
65
㎝
の
夜
行
性

で
、昼
間
は
、納
屋
や
家
屋
、

寺
社
の
屋
根
裏
な
ど
の
中

で
休
息
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

雑
食
性
で
小
型
哺
乳
類
、

鳥
類
、
魚
類
、
昆
虫
類
、

農
作
物
な
ど
幅
広
く
食
べ

ま
す
。

町
の
対
策

箱
わ
な
に
て
駆
除
を
し

て
い
ま
す
。
箱
わ
な
を
設

置
し
た
い
か
た
は
、
農
業

振
興
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
農
業
振
興
係

82
－

６
１
３
７

　

輸
入
品
の
梱こ
ん

包ぽ
う

材
や
パ

レ
ッ
ト
な
ど
に
付
着
し
て

幼
虫
が
運
ば
れ
て
き
て
い

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

桜
、
梅
、
桃
な
ど
の
バ
ラ

科
の
樹
木
を
好
み
、
幼
虫

が
木
に
寄
生
し
、
中
を
食

い
荒
ら
す
こ
と
で
被
害
が

進
行
す
る
と
、
木
は
弱
り
、

枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

木
の
中
で
２
〜
３
年
か
け

て
成
長
し
、
成
虫
に
な
る

と
木
か
ら
出
て
き
ま
す
。

繁
殖
力
が
強
く
、
成
虫
の

寿
命
は
２
週
間
以
上
で
す
。

町
の
対
策

　

公
共
施
設
、
集
会
所
な

ど
を
中
心
に
薬
剤
の
樹
幹

注
入
を
行
い
被
害
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

北
米
原
産
の
魚
で
、
強

い
魚
食
性
で
、
冷
水
域
や

流
れ
の
速
い
水
域
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
で
生
息
が

可
能
な
た
め
、
河
川
に
生

息
す
る
在
来
魚
な
ど
の
生

態
系
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
釣
り
人
の
間

で
は
、
引
き
が
強
い
た
め

人
気
の
魚
で
も
あ
り
ま
す

が
、
他
の
特
定
外
来
生
物

同
様
、
飼
育
、
運
搬
、
放

流
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
の
対
策

　

漁
業
組
合
に
よ
り
、
定

期
的
な
網
入
れ
な
ど
で
捕

獲
駆
除
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
米
原
産
で
キ
ク
科
の

植
物
で
す
。道
端
、河
川
敷
、

線
路
際
な
ど
に
生
育
が
見

ら
れ
ま
す
。
強
じ
ん
な
性

質
の
た
め
全
国
的
に
野
生

化
し
、
河
川
敷
や
道
路
に

し
ば
し
ば
大
群
落
を
つ

く
っ
て
お
り
、
在
来
生
態

系
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

引
き
抜
い
て
も
、
根
が

残
る
と
ま
た
生
え
て
き
ま

す
。
駆
除
す
る
場
合
、
種

子
や
根
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
袋
に
入
れ
て
密
封
し
、

枯
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

町
の
対
策

　

道
路
、
河
川
敷
な
ど
、

定
期
的
な
除
草
を
行
い
駆

除
し
て
い
ま
す
。

　

生
態
系
被
害
防
止
外
来

種
に
指
定
さ
れ
、
繁
殖
力

の
強
い
外
来
植
物
で
す
。

葉
や
茎
に
固
く
鋭
い
ト
ゲ

を
持
ち
、
手
に
刺
さ
る
と

痛
み
を
伴
い
ま
す
。
茎
の

高
さ
は
１
ｍ
ほ
ど
あ
り
、

葉
は
深
く
裂
け
、
花
期
は

６
〜
９
月
で
、
下
向
き
に

数
個
の
花
を
つ
け
ま
す
。

花
は
筒
状
花
の
み
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
花
の
色
は

紫
色
で
す
。

町
の
対
策

　

道
路
、
河
川
敷
な
ど
、

定
期
的
な
除
草
を
行
い
駆

除
し
て
い
ま
す
。

※
特
定
外
来
種
で
は
な
い
で
す

が
、
幅
広
く
生
態
系
に
被
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
外
来
種

　

ケ
シ
科
・
ケ
シ
属
の
植

物
で
す
。
地
中
海
沿
岸
地

域
の
外
来
種
で
、１
９
６
１

年
に
初
め
て
東
京
都
世
田

谷
区
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
実（
花
が
咲
く
部

分
）か
ら
１
，６
０
０
粒
の

種
が
取
れ
、
１
つ
の
個
体

か
ら
15
万
粒
の
種
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、
強
い
繁

殖
力
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

他
の
植
物
の
生
育
を
阻
害

す
る
成
分
を
出
す
こ
と
か

ら
、
生
態
系
に
影
響
を
与

え
ま
す
。

町
の
対
策

　

道
路
、
河
川
敷
な
ど
、

定
期
的
な
除
草
を
行
い
駆

除
し
て
い
ま
す
。

【
ア
ラ
イ
グ
マ
】

特
定
外
来
生
物

【
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
】

特
定
外
来
生
物

【
ブ
ル
ー
ギ
ル
・
オ
オ
ク
チ

バ
ス（
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
）】

特
定
外
来
生
物

【
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
】

特
定
外
来
生
物

【
オ
ニ
ア
ザ
ミ
】

生
態
系
被
害
防
止
外
来
種
（※）

【
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
】

外
来
植
物

ブルーギル
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審　　決　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群馬県邑楽郡板倉町朝日野1-14-7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審決申請人　青木　秀夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処分庁　板倉町長

　上記審決申請人（以下「申請人」という。）から令和５年６月12日付けで提起のあった上記処分庁による地方自治法（昭和22年法律第67号。
以下「法」という。）第176条第４項に基づく再選挙を行わせる措置（以下「本件処分」という。）に係る審決の申請（以下「本件申請」という。）
について、次のとおり審決する。

主　　文

　本件申請を却下する。

事実及び理由

第１　事案の概要
　　　本件申請は、処分庁が令和５年５月22日に板倉町議会に対して行った本件処分の取消しを求めた事案である。
第２　当事者の主張の要旨
　１　申請人の主張
　　　申請人の主張の趣旨は、本件処分の取消しを求めるものであって、その理由は、要約すると次のとおりである。
　（1）理由１
　　　本件処分は、質疑、討論もなく、採決されたかも不明であり、提案理由、手続、進行に瑕疵がある。また、町長は再議権を濫用している。
　（2）理由２
　　 　板倉町議会会議規則第59条ただし書により選挙の宣告後も一定の制限下での発言は認められるため、本件処分の理由とされている選挙
の宣告後の発言は同条に違反していない。

第３　当庁の判断
　本件申請の適法性について
　　 　法第255条の４の規定により、審決の申請をすることができるのは、法の規定により普通地方公共団体の機関がした処分により違法に権
利を侵害されたとする者に限定されており、審決の対象となる処分については、当該処分によって直接的に具体的な権利を侵害される場
合でなければならないと解されている。すなわち、その権利義務につき直接変動を生じさせない処分については、当庁においてその適法
性を判断するべきものではないと解するのが相当である。

　　 　また、審決の申請をすることができるのは、当該違法に権利を侵害されたとする者にとって「訴えの利益」があるような場合であるこ
とを必要とすると解されている。すなわち、申請人に訴えの利益がない場合は、当庁においてその適法性を判断するべきものではないと
解するのが相当である。

　　 　なお、この「訴えの利益」を有する者の範囲については、行政事件訴訟法第９条に規定する法律上の利益を有する者の具体的範囲と同
一と解されており、同条第２項では、「処分の相手方以外の者について法律上の利益の有無を判断するに当たっては、当該処分の根拠とな
る法令の規定の文言のみによることなく、当該法令の趣旨及び目的並びに当該処分において考慮されるべき利益の内容及び性質を考慮す
るものとする」旨が規定されている。

　　 　これらを本件申請についてみてみると、本件処分は、長が議会に対し再選挙を行わせるものであり、申請人の権利義務に直接変動を生
じさせるものであるということはできない。したがって、申請人は、本件処分によって直接的に具体的な権利を侵害されたということは
できないと解するのが相当である。

　　 　また、本件処分について、地方自治法では、議会の選挙がその権限を越え又は法令若しくは会議規則に違反すると認めるときは長は再
選挙を行わせなければならない旨を定めており、再選挙を行わせる措置を執るか否かの判断に当たり、当該議会の個々の議員の利益を考
慮することを予定していないことは明らかである。したがって、本件処分を取り消すことについて、申請人に訴えの利益があるというこ
とはできないと解するのが相当である。

　　 　以上のことから、本件処分は当庁の審査の対象となりえず、本件申請は法律上の争訟性を欠くものとして不適法なものであり、補正で
きないことが明らかである。

第４　結論
　　　以上のとおり、本件申請は不適法であることから、法第255条の５第１項ただし書きの規定により、主文のとおり審決する。

　　令和５年１０月５日

群馬県知事　山本一太　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12
月
議
会
定
例
会
が
12
月
５
日

㈫
か
ら
８
日
㈮
ま
で
の
４
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
議
案

１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
議
案
６

件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
４

件
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
議
案

５
件
、
議
員
発
議
（
条
例
の
制
定

議
案
）１
件
、請
願
１
件
の
合
計
18

議
案
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議
会
初
日
に
は
各
議
案
の
審
議

決
定
を
行
っ
た
後
、
令
和
５
年
度

補
正
予
算
議
案
を
予
算
決
算
常
任

委
員
会
へ
付
託
し
、
細
部
に
わ

た
っ
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
で
は
、
町
が
今
後
取

り
組
む
事
務
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
産
業
建
設
生
活
常
任
委
員
会

は
、付
託
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
お
よ
び
審
査
の
後
、
委

員
会
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
、
事
前
に
質
問
通

告
を
し
た
議
員
５
人
が
登
壇
し
、

一
問
一
答
方
式
で
一
般
質
問
を
行

い
ま
す
。
そ
の
後
、
令
和
５
年
度

補
正
予
算
議
案
の
採
決
を
行
い
ま

す
。

　

４
日
目
の
最
終
日
に
は
、
産
業

建
設
生
活
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
請
願
の
採
択
の
可
否
に
つ
い

て
、本
会
議
で
採
決
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
長
お
よ
び
議

会
運
営
委
員
長
か
ら
議
長
に
申
出

の
あ
っ
た
閉
会
中
の
調
査
、
審
査

事
項
に
つ
い
て
決
定
の
後
、
閉
会

と
な
り
ま
す
。

◆
一
般
質
問
通
告
者
、
質
問
事
項

期
日　

12
月
６
日
㈬

森
田
義
昭
議
員
（
９
時
〜
）

①
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て

②
人
権
教
育
研
修
に
参
加
し
て

③
コ
ロ
ナ
感
染
に
つ
い
て

青
木
秀
夫
議
員
（
10
時
15
分
〜
）

①
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

尾
澤
将
樹
議
員
（
11
時
30
分
〜
）

①
災
害
が
発
生
し
た
際
、
特
に
洪

水
が
発
生
し
た
時
の
障
が
い
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て

②
洪
水
が
来
た
時
の
水
位
や
避
難

所
等
が
分
か
る
看
板
を
電
柱
に
設

置
す
る
事
に
つ
い
て

③
町
内
の
各
家
庭
に
お
け
る
防
犯

対
策
に
つ
い
て

藪
之
本
佳
奈
子
議
員（
13
時
30
分
〜
）

①
公
共
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

②
東
洋
大
学
に
つ
い
て

須
藤
稔
議
員
（
14
時
45
分
〜
）

①
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
議
会
傍
聴

　

本
会
議
お
よ
び
委
員
会
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
入
り
口

で
受
付
票
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
議
会
動
画
配
信

　

視
聴
の
方
法
は
、
板
倉
町
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（「
板

倉
町
議
会
」
と
検
索
）
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
議
事
係

82

－

６
１
５
４

12
月
議
会
定
例
会
を
開
催

一
般
質
問
に
５
人
の
議
員
が
登
壇

日次 期日 会議名 開議時刻 事項

第１日 12月５日（火）

本会議 午前９時 定例会（初日）

委員会 本会議
終了後

予算決算常任委員会
（補正予算審査）

委員会 午後１時
30分

総務文教福祉常任委員会
（所管事務調査）

産業建設生活常任委員会
（付託案件審査及び所管事務調査）

第２日 12月６日㈬ 本会議 午前９時 一般質問（５人）
補正予算採決

第３日 12月７日㈭ 休会 自宅審議

第４日 12月８日（金） 本会議 午前９時 定例会（最終日）

【入札結果】予定価格が250万円(税込み)を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は、町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

執 行 日 件 名 場 所
予定価格（税抜）
設計金額（税抜）

最低制限価格
（税抜）

落札金額
（税抜）

落 札 率 落 札 者

10月24日㈫ 令和５年度　道路メンテナンス補助事業　峯１号橋外１橋
橋梁補修設計業務委託 海老瀬地先 629万円 なし 310万円 49.3％ 技研コンサル㈱

10月24日㈫ 令和５年度　町道１－３号線　道路長寿命化舗装修繕工事 籾谷地内 377万円 263万円 370万円 98.1％ ㈲坂田建設

10月24日㈫ 令和５年度　町道１－12号線　道路長寿命化舗装修繕工事 板倉地内 844万円 590万円 832万円 98.6％ 尾崎建設㈱

令和５年第１回臨時会における正副議長選挙の再議に対する審査請求について

　青木秀夫議員より令和５年板倉町議会第１回臨時会において町長が再議書により正副議長の再選挙を行わせた措

置の取消しを求める審査請求が、群馬県に提出されました。これに対する群馬県の審決は、以下のとおりです。
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12
月
29
日
㈮
～
１
月

３
日
㈬
の
間
、役
場
の
業

務
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
、
税
金
、
ご
み

の
収
集
な
ど
に
つ
い
て

は
、
次
の
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
休
み
と
な
る
業
務
・
施
設
な
ど
】

　

役
場
業
務
（
戸
籍
届
出
な

ど
を
除
く
）、保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
公
民
館
、
い
た
く
ら
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
た
て
ば

や
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

ご
み
収
集
、
し
尿
処
理

【
戸
籍
・
住
民
票
な
ど
】

　

出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど

戸
籍
の
届
出
は
、
年
末
年
始

の
休
業
中
も
受
け
付
け
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
時
間
外
や
休

日
（
年
末
年
始
を
含
む
）
で

の
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
の

取
得
お
よ
び
町
営
駐
車
場
の

更
新
手
続
き
は
、
平
日
に
電

話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
は
12
月
28
日
㈭
ま
で
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
水
道
工
事
】

　

水
道
に
つ
い
て
は
、
群
馬

東
部
水
道
企
業
団
館
林
支
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。80

－

３
２
０
１

【
税
金
の
納
付
】

　

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で

は
12
月
29
日
㈮
ま
で
。
　
　

　

年
末
年
始
で
も
、
コ
ン
ビ

ニ
で
は
営
業
時
間
内
に
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
で
は
24
時
間
納

付
で
き
ま
す
。

【
ご
み
収
集
】

１
・
２
区
、
９
区
～
15
区

可
燃
ご
み

年
末
は
12
月
28
日
㈭
ま
で

年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら

資
源
ご
み

年
末
は
12
月
27
日
㈬
ま
で

年
始
は
１
月
10
日
㈬
か
ら

び
ん　

か
ん　

危
険
物

年
末
は
12
月
20
日
㈬
ま
で

年
始
は
１
月
17
日
㈬
か
ら

３
～
８
区

可
燃
ご
み

年
末
は
12
月
29
日
㈮
ま
で

年
始
は
１
月
５
日
㈮
か
ら

資
源
ご
み

年
末
は
12
月
20
日
㈬
ま
で

年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら

び
ん　

か
ん　

危
険
物

年
末
は
12
月
27
日
㈬
ま
で

年
始
は
１
月
10
日
㈬
か
ら

廃
食
用
油
・
蛍
光
灯

各
公
民
館

　

第
１
・
第
３
水
曜
日

年
末
は
12
月
20
日
㈬
ま
で

年
始
は
１
月
17
日
㈬
か
ら

い
た
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

た
て
ば
や
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
み
の
受
入
日

▼
12
月
29
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
12
月
30
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
年
始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら

通
常
ど
お
り
受
け
入
れ
ま
す
。

【
し
尿
処
理
】

　

館
林
衛
生
施
設
組
合
で
は

12
月
29
日
㈮
～
１
月
３
日
㈬

の
間
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま

せ
ん
。
業
者
に
よ
る
し
尿
の

く
み
取
り
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
計
画
的
な
ご
み
出
し
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

【
各
施
設
の
休
館
】

◎
各
公
民
館

12
月
28
日
㈭
～
１
月
３
日
㈬

◎
海
洋
セ
ン
タ
ー

12
月
28
日
㈭
～
１
月
３
日
㈬

◎
わ
た
ら
せ
自
然
館

12
月
28
日
㈭
～
１
月
３
日
㈬

◎
文
化
財
資
料
館

12
月
28
日
㈭
～
１
月
３
日
㈬

◎
児
童
館

12
月
28
日
㈭
～
１
月
３
日
㈬

◎
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
28
日
㈭
～
１
月
４
日
㈭

年末年始の役場業務のお知らせ

　

希
望
者
は
、
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
面
接
試
験
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種

一
般
事
務
補
助
、
保
育
士
、
調

理
員
、
公
民
館
業
務
補
助
、
作
業

員
な
ど

勤
務
時
間

（
原
則
）月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

月
給　

１
４
５
，３
０
０
円
〜

※
期
末
手
当
、
各
種
福
利
厚
生
制

度
あ
り
（
金
額
は
職
種
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
ま
た
、
給
与
改
定
に

よ
り
給
与
額
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

受
付
期
間

12
月
１
日
㈮
〜
26
日
㈫

提
出
書
類

　

会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
申
込

書
な
ど
（
申
込
書
は
、
総
務
課
お

よ
び
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ　

秘
書
人
事
係

82

－

６
１
２
１

令
和
６
年
４
月
採
用

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

11
月
17
日
に
行
わ
れ
た
群
馬
県

更
生
保
護
大
会
に
お
い
て
、
保
護

司
の
小こ

暮ぐ
れ

昇し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
大
字
内
蔵

新
田
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を
、
野の

中な
か

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
（
大
字
西
岡
）
が
関

東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長

表
彰
を
、
栃と

ち

木ぎ

定さ
だ

夫お

さ
ん
（
大
字

離
）
と
川か

わ

田だ

則の
り

行ゆ
き

さ
ん
（
大
字
下

五
箇
）
が
前
橋
保
護
観
察
所
長
表

彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

４
人
の
か
た
が
た
は
、
保
護
司

と
し
て
犯
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち

直
り
の
支
援
や
、
非
行
防
止
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

保
護
司

４
人
の
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

期間　　１２月２２日㈮～令和６年２月１４日㈬
　　　　午後４時３０分～８時３０分
場所　　役場庁舎敷地内

　

耕
作
が
行
わ
れ
ず
、
農
地

と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
な
い
遊
休
農
地
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
は
、

病
害
虫
や
雑
草
の
発
生
源
と

な
り
、
周
辺
の
農
地
や
住
宅

へ
迷
惑
を
か
け
る
ほ
か
、
ご

み
の
不
法
投
棄
を
招
く
な
ど
、

生
活
環
境
悪
化
の
原
因
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
を
い
っ
た
ん
遊
休
化

さ
せ
る
と
、
再
び
耕
作
可
能

な
状
態
に
戻
す
に
は
、
多
大

な
労
力
、
時
間
、
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
成
長
の
ス
ピ
ー

ド
が
早
く
、
木
に
な
っ
て
し

ま
う
植
物
な
ど
も
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に

草
刈
り
を
行
う
な
ど
、
適
正

な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

農
作
物
を
栽
培
し
て
有
効
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　

農
業
振
興
係

82

－

６
１
３
７

農
地
の
適
正
管
理
を
お

願
い
し
ま
す

点灯式＆特設ステージライブ
日時　１２月２２日㈮　午後５時（雨天中止）
場所　役場庁舎北側広場

　イルミネーション点灯期間中は

キッチンカーが出店予定です。出店日

などの詳細については、町ホームペー

ジでお知らせします。

　点灯式当日は、キッチンカーが７台

出店する予定です。

　こちらもお楽しみください。

エリア拡大

板倉町では、町民をはじめ多くの人が楽しめ、新たな町の魅力として広く発信することで、地域の活性化にもつな
がるイルミネーション事業を実施します。今年度においては、役場庁舎北側広場の飾り付けを増やしました。フォ
トスポットも設置しておりますので、ぜひお楽しみください。
※昨年度のイルミネーション点灯期間中（令和４年12月１日から令和５年１月31日まで）のイルミネーション電気代は、
約7,500円でした。
※今回協力団体として、板倉町商工会によるイルミネーション設置コーナーが設けられます。

１７：００　よさこい

　　　　　　板倉はやし連

１７：３０　イルミネーション点灯式

　 　　　　　X
クロスランプ

LAMP（和ロックボーカルグループ）

　　　　　　キッズダンス

終了後　　　いたくらんとの記念撮影会

イベントスケジュール
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定
期
的
な
運
動
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
に
大
切
で
す
。
寒
い
時
期

で
も
気
軽
に
で
き
る
運
動
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
22
日
㈮　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
運
動
（
講
義
と
実
技
）

講
師　

梶か
じ

田た

万ま

里り

子こ　

健
康
運
動

指
導
士

定
員　

30
人

申
込
み
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

※
こ
の
事
業
は
、
館
林
保
健
福
祉

事
務
所
と
共
同
で
開
催
し
ま
す
。

　

季
節
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
ま
ち

な
か
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん

か
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
化
し

て
、
寒
さ
に
負
け
な
い
体
と
心
を

手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

期
間　

12
月
１
日
㈮
〜
令
和
６
年

３
月
31
日
㈰

対
象
者　

65
歳
以
上
の
か
た

内
容　

１
時
間
以
上
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
（
町
内
に
限
る
）

　

一
日
1
時
間
以
上
の
町
内
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
ポ
イ

ン
ト
を
１
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
日
時
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
ポ
イ
ン
ト
の
台
紙
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。（
自
己
申
告
）

記
入
例　

○
月
△
日　

ス
マ
イ
ル

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
午
前
９
時
〜
10

時
）

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　
「
最
近
物
忘
れ
が
増
え
た
」
と

い
う
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
物
忘
れ
の
予
防
、
改
善
に

は
、
脳
の
活
性
化
と
運
動
が
効
果

的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
く

物
忘
れ
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

１
月
19
日
㈮
〜
３
月
22
日

㈮　

毎
週
金
曜
日
（
全
９
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
２
月
23
日
㈷
は
開
催
な
し

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
第
１
会

議
室

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

12
月
７
日
㈭

対
象
者　

70
歳
以
上
の
か
た

内
容

○
く
も
ん
式
の
教
材
を
使
っ
た
読

み
書
き
・
計
算

○
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
障
害
が

あ
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
成
年
後
見
制
度
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
14
日
㈭　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
第
２
・
第
３

会
議
室

内
容　

講
義
「
事
例
か
ら
学
ぶ
成

年
後
見
制
度
利
用
の
考
え
ど
き
」

講
師　

小お

川が
わ

み
ゆ
き　

社
会
福
祉

士　

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
社
会

福
祉
士
会 

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

ぱ
あ
と
な
あ
群
馬

定
員　

40
人

受
付
開
始　

12
月
７
日
㈭　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健　
　

康

健　
　

康

元
気
に
動
こ
う
・
歩
こ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運
動
教
室　

か
ら
だ
革
命

あ
た
ま
の
た
い
そ
う
教
室

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
〜

10
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
第
75
回

人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に

各
種
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
群
馬

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

県
内
の
各
市
町
村
に
お
い
て
、
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
、

女
性
の
人
権
問
題
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
関
連
し
た
偏
見
・
差
別

の
ほ
か
、
家
庭
内
や
近
所
の
も
め

ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
や
困
り
ご

と
で
悩
ん
で
い
る
か
た
は
お
気
軽

に
特
設
人
権
相
談
所
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

板
倉
町
特
設
相
談
所

開
設
日
時　

12
月
12
日
㈫　

午
前

10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

中
央
公
民
館

※
特
設
人
権
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
か
た
は
、
通
常
ど
お
り

前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
各
支
局

で
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

通
常
相
談
窓
口

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

受
付
時
間　

平
日　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

https://w
w
w
.jinken.go.jp/

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課

０
２
７

－
２
２
１

－

４
４
６
６

日
時　

令
和
６
年
１
月
６
日
㈯

午
前
10
時

場
所　

館
林
城
ゆ
め
ひ
ろ
ば
（
館

林
市
城
町
）

内
容　

館
林
と
び
職
組
合
は
し
ご

乗
り
演
技
披
露
、
消
防
隊
一
斉
放

水
披
露
、分
列
行
進
（
徒
歩
部
隊
、

車
両
部
隊
）
披
露

令
和
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
を
消
し
て

　
　
　

不
安
を
消
し
て

　
　
　
　
　
　
　

つ
な
ぐ
未
来
」

問
合
せ　

館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
警
防
課

72

－

８
３
６
１

第
75
回
人
権
週
間

【広告】

新
春
恒
例

消
防
隊
出
初
式

【広告】

 気をつけたい感染症シリーズ21

新型コロナに感染したかも
○感染したときの対処方法
　「感染したかも？」という場合は、国が承認した抗原検
査キットでの検査をお勧めします。国は、発症後５日を
経過し、かつ、症状軽快から24時間を経過するまでの間
は外出を控えることを推奨しています。外出せざるを得
ない場合は、マスク着用などの感染対策をお願いします。
○受診を希望する場合
　重症化リスクが高い、症状が重いなど、受診を希望す
るかたは、事前にかかりつけ医師へ電話で相談しましょ
う。医療費は健康保険が適用され、１割～３割負担です。
○ワクチン接種
　令和６年３月まで、指定医療機関におけるワクチン接
種の機会を設けています。接種を希望されるかたは、電
話またはラインで予約が可能です。（12歳以上のかたの
集団接種は終了しました）

引き続き感染予防をお願いします。

問合せ　保健センター　 ８２－３７５７

一
日
１
時
間

ス
マ
イ
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

くく  

らら  

しし

や
さ
し
く
学
べ
る

成
年
後
見
制
度
は
じ
め
て
研
修
会

　

録
音
機
能
付
き
電
話
で

　

特
殊
詐
欺
を
撃
退

　

自
動
応
答
や
通
話
自
動
録

音
機
能
を
備
え
た
電
話
機
や
、

電
話
線
と
電
話
機
の
間
に
接

続
し
て
録
音
機
能
を
有
す
る

機
器
の
購
入
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　

世
帯
全
員
が
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
く
、
町
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
実
際
に
居

住
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
か
た

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り

補
助
金
額
　

購
入
費
用
の
２
分

の
１
以
内
、
た
だ
し
上
限
金
額

６
，０
０
０
円
で
千
円
未
満
切

り
捨
て

申
請
方
法

　

購
入
し
た
日
か
ら
１
年
以

内
に
左
記
の
も
の
を
そ
ろ
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書

○
領
収
書

○
機
能
が
確
認
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ま
た
は
取
扱
説
明
書

※
申
請
書
は
、
安
全
安
心
係

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　

安
全
安
心
係
　

82

－

６
１
２
３

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

年末の大掃除

年末年始の各ごみ処理施設は大変混み合います。
計画的に大掃除を進め、資源を意識しながらごみ
を出しましょう。ごみの減量に、ぜひご協力くだ
さい。

出たごみは、捨てる前に考えましょう！

●  買取ショップやフリマアプリで出品で
きませんか？

　着なくなった服や使用しなくなった家具な
ど、年末の特売の機会に買い替えたり、年末
は大掃除を兼ね多くのごみが出されます。
　不要となったものの多くがごみではなく資
源となる可能性があります。
　ごみとして出す前に、以下のことを確認し
てみてください。

● やみくもに断
だん

捨
しゃ

離
り

せず、もう一度考え
てみましょう

● リサイクルショップやバザーなどで引き
取ってくれる可能性はありませんか？

●直して使える可能性はありませんか？

ごみの減量が処理費用を抑えることにつながり、町民
の皆さんのためになります。



（11） （10）Ｒ５．12．１

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
居
者
募
集
住
宅

海
老
瀬
団
地
（
大
字
海
老
瀬
７
１

０
９

－

１
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
62
・
２
㎡
）
２
戸

主
な
入
居
資
格

○
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
同

居
親
族
が
あ
る
か
た
（
単
身
入
居

の
特
例
制
度
あ
り
）

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
か
た

※
そ
の
ほ
か
に
収
入
基
準
な
ど
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

入
居
時
期　

入
居
決
定
後
随
時

選
考
方
法　

申
込
み
順
に
決
定

問
合
せ　

計
画
管
理
係

82

－

６
１
５
１

　

住
宅
や
物
置
な
ど
の
家
屋
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
令
和

５
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
か

た
は
、
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
ま

で
に
、
家
屋
滅
失
届
（
役
場
備
え

付
け
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
固
定
資
産
課
税
台
帳

か
ら
削
除
し
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が
登

記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
届

出
と
は
別
に
法
務
局
で
の
滅
失
登

記
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

建
物
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
場
合
は
、

役
場
へ
の
届
出
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
居
宅
な
ど
の
住
宅
用
家

屋
を
取
り
壊
す
と
、
住
宅
用
地
に

対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
の
適
用

（
軽
減
）が
外
れ
る
か
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

認
印

提
出
先
・
問
合
せ　

資
産
税
係

82

－

６
１
２
８

募
集
人
員　

70
人
程
度

勤
務
内
容　

受
付
、
確
定
申
告
会

場
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
補
助
お
よ
び

書
類
整
理
な
ど
の
事
務
補
助

勤
務
場
所　

館
林
税
務
署
ま
た
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
（
太
田
市
）

勤
務
日
時　

令
和
６
年
１
月
中
旬

〜
３
月
中
旬
ま
た
は
下
旬
（
た
だ

し
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間
の
３

時
間
か
ら
４
時
間
ま
た
は
昼
休
み

を
除
く
５
時
間
30
分

時
給　

９
４
０
円
〜
９
６
０
円

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

館
林
税
務
署

総
務
課

72

－

９
５
０
０

　
「
自
動
車
税
」「
個
人
の
事
業
税
」

の
納
税
に
は
、
口
座
振
替
が
利
用

で
き
ま
す
。

口
座
振
替
制
度
と
は

　

ご
指
定
の
金
融
機
関
の
預
金
口

座
か
ら
納
期
限
に
自
動
的
に
納
税

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

【
安
全
】
現
金
を
扱
わ
な
い
の
で
、

盗
難
な
ど
の
心
配
が
な
く
安
全
で
す
。

【
便
利
】
納
税
の
た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
お
出
か
け
に
な
る
必
要
が
な
く
、

便
利
で
す
。

【
確
実
】
納
税
を
忘
れ
る
心
配
が

な
く
、
期
限
ま
で
に
確
実
に
納
税

で
き
ま
す
。

利
用
手
続
き

　

行
政
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税

事
務
所
、
市
町
村
窓
口
、
各
金
融

機
関
窓
口
に
あ
る
申
込
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
取
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

　

次
の
期
限
ま
で
に
申
し
込
む
と
、

令
和
６
年
度
か
ら
口
座
振
替
と
な

り
ま
す
。

○
自
動
車
税　

令
和
６
年
２
月
末

日
必
着
（
軽
自
動
車
税
の
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
）

○
個
人
の
事
業
税　

令
和
６
年
６

月
末
日
必
着

問
合
せ　

館
林
行
政
県
税
事
務
所

72

－

４
４
６
１

○
自
動
車
税
事
務
所

０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４
３

　

12
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
ま
で
は
、

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

で
す
。

　

国
民
的
な
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
を
は
じ
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
し
て
、
関

心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容

疑
事
案
お
よ
び
拉
致
の
可
能
性
を

排
除
で
き
な
い
事
案
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
警
察
署

75

－

０
１
１
０

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.police.pref.

gunm
a.jp/

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や

そ
の
ご
家
族
の
精
神
的
・
経
済
的

負
担
な
ど
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

館
林
税
務
署

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

固
定
資
産
税　

家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
手
続
き
を

くく  

らら  

しし

県
税
の
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，８１６人（＋15）
　 うち外国人 ６３４人（＋20）
　　男 ６，９４４人（＋４）
　　女 ６，８７２人（＋11）
世帯数 ５，９９６戸（＋20）

（　）内は前月比　令和５年11月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
10月１日～10月31日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 ２件　(22件）　－６
　物件事故 16件 (145件）　－30
　侵入窃盗 ０件　(16件）　－９
　乗物盗難 ２件　(８件）　－１
　詐　　欺 ０件　(２件）　＋２
　住居侵入 １件　(４件）　－２
　その他の事件 ６件　(51件）　＋７
　　　　　※( ）内は令和５年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
町県民税（４期）
国民健康保険税（６期）
介護保険料（６期）
後期高齢者医療保険料（６期）

○納税は口座振替が便利です
○税金は、納期限までに納めましょう
問合せ　収税係
８２-６１２９

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◇
各
種
制
度
の
案
内
や
捜
査
状
況

の
連
絡
な
ど
の
情
報
提
供

◇
相
談
の
受
理
（
女
性
職
員
対
応

可
）

◇
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ

◇
付
添
い
な
ど
の
支
援
や
関
係
機

関
の
紹
介

◇
被
害
者
用
事
情
聴
取
室
な
ど
の

整
備

◇
殺
人
や
性
犯
罪
な
ど
の
被
害
に

伴
う
被
害
者
の
初
診
料
、検
査
料
、

診
断
書
料
、
遺
体
搬
送
費
用
お
よ

び
遺
体
修
復
費
、
自
宅
で
凶
悪
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
た
際
の
転
居
費

用
な
ど
の
補
助

◇
同
一
加
害
者
か
ら
生
命
・
身
体

な
ど
の
被
害
を
受
け
な
い
た
め
の

安
全
確
保
措
置

問
合
せ　

群
馬
県
警
察
本
部
広
報

広
聴
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室

０
２
７

－

２
４
３

－

０
１
１
０

内
線
２
１
５
１

○
群
馬
県
館
林
警
察
署
警
務
課

75

－

０
１
１
０　

内
線
２
１
０

▼
野
菜
即
売
会

日
時　

12
月
10
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

松
沼
南
駐
車
場
入
口
広
場

（
館
林
市
松
沼
町
）

※
季
節
の
野
菜
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、

赤
飯
な
ど
の
販
売
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▼
親
子
テ
ニ
ス
教
室
（
３
歳
〜
小

学
生
対
象
）

日
時　

12
月
23
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時

場
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

前
多
目
的
広
場（
館
林
市
松
沼
町
）

費
用　

親
子
２
人　

１
，０
０
０

円（
１
人
追
加
ご
と
に
５
０
０
円
）

※
運
動
し
や
す
い
服
装
、
シ
ュ
ー

ズ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ラ
ケ
ッ

ト
の
な
い
か
た
に
は
貸
し
出
し
ま

す
。（
天
候
に
よ
り
中
止
）

問
合
せ　

県
立
多
々
良
沼
公
園
管

理
事
務
所

56
－

９
９
７
８

○
指
定
寄
附

群
馬
県
ゴ
ル
フ
連
盟
館
林
支
部　

様

金
５
０
，０
０
０
円

ゴ
ル
フ
振
興
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
）

と
し
て

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

寄
附
受
納

県
立
多
々
良
沼
公
園

12
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

－

Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
３

期
間
　

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

時
間
　

日
没
後
（
午

後
５
時
前
後
）
～
午

前
０
時

場
所
　

Ｊ
Ｒ
野
木
駅

前
東
西
ロ
ー
タ
リ
ー

※
車
で
来
場
の
際
は
、

有
料
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

野
木
町
観

光
協
会
（
産
業
振
興
課
内
）

０
２
８
０

－

57

－

４
１
５
３

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
２
０
２
３

　

東
武
新
大
平
下
駅
東
口
か
ら
プ
ラ
ッ

ツ
お
お
ひ
ら
に
か
け
て
、
華
や
か
な
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
夜
空
を
彩
る
、
冬

の
風
物
詩
。
光
と
音
の
共
演
、
心
温
ま

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

期
間
　

11
月
28
日
㈫

～
令
和
６
年
１
月
８

日
㈷
　点

灯
時
間
　

午
後
５

時
～
９
時

場
所
　

東
武
新
大
平

下
駅
東
口
・
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
周
辺

問
合
せ
　

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
実

行
委
員
会
事
務
局

０
２
８
２

－

43

－

９
２
０
５

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

第
22
回
ハ
ン
ド
ベ
ル

　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　

12
月
９
日
㈯
　

開
演
午
後
２
時

場
所
　

小
山
市
立

文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル

料
金
　

無
料

申
込
　

不
要

問
合
せ
　

小
山
市

中
央
公
民
館

０
２
８
５

－

22

－

９
５
６
２

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

加
須
市
ふ
る
さ
と
写
真
・
動
画

　

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

写
真
と
動
画
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
、
と
っ
て
お
き
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
方
法
や
賞
金
、
過
去
の

入
賞
作
品
な
ど
詳
し
く
は
、
加
須
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　

（
写
真
の
部
）
帰
っ
て
き
た
、

か
ぞ
暮
ら
し
。（
動
画
の
部
）「
か
ぞ
」

で
見
つ
け
た
小
さ
な
物
語

応
募
期
間
　

12
月
４
日
㈪

～
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

問
合
せ
　

加
須
市
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

古
河
七
福
神
め
ぐ
り

　

年
の
初
め
に
幸
福
を
願
っ
て
七
福
神

を
巡
拝
す
る
福
め
ぐ
り
で
す
。徒
歩
７
，

０
０
０
歩
、
約
２
時
間
の
コ
ー
ス（
約

３
・
５
㎞
）を
自
由
に
巡
拝
し
ま
す
。

日
時
　

令
和
６
年
１
月
７

日
㈰
　

午
前
９
時
～
10
時

30
分
受
付 

午
前
９
時
前
の

巡
拝
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

場
所
　

古
河
駅
西
口
お
ま
つ
り
広
場

費
用
　

無
料（
押
印
台
紙
は
２
０
０
円
）

問
合
せ
　

（
一
社
）古
河
市
観
光
協
会

０
２
８
０

－

23

－

１
２
６
６

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

警
察
に
よ
る

犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
支
援



各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。
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期
日　

令
和
６
年
１
月
18
日
㈭
・

25
日
㈭
・
２
月
１
日
㈭　

全
３
回

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

着
物
や
浴
衣
を
使
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
傘
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人
（
町
内
在
住
者
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円
程
度

持
参
品　

着
物
ま
た
は
浴
衣
（
１

着
分
）・
裁
縫
道
具
・
ミ
シ
ン

受
付
期
間　

12
月
13
日
㈬
〜
22
日
㈮

期
日　

令
和
６
年
１
月
12
日
㈮
・

19
日
㈮
・
26
日
㈮
・
２
月
２
日
㈮

全
４
回

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

太
極
拳
（
入
門
コ
ー
ス
）

の
姿
勢
・
動
作
を
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

無
料

持
参
品　

タ
オ
ル
・
飲
物
・
運
動

靴
（
上
履
き
）

受
付
期
間　

12
月
10
日
㈰
〜
21
日
㈭

期
日　

令
和
６
年
１
月
20
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

内
容　

冬
の
季
節
に
合
っ
た
精
進

料
理
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
12
人
（
男
性
歓
迎
）

参
加
費　

６
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

受
付
期
間　

12
月
12
日
㈫
〜
22
日
㈮

期
日　

12
月
23
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

内
容　

豚
挽
肉
を
香
辛
料
で
練
り

込
み
、
腸
詰
め
、
形
成
す
る
本
格

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
を
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

４
，０
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・

三
角
き
ん
・
持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

12
月
12
日
㈫
〜
16
日
㈯

期
日　

12
月
24
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

お
正
月
の
寄
せ
植
え
を
し

ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

３
，０
０
０
円

持
参
品　

手
袋
・
エ
プ
ロ
ン

受
付
期
間　

12
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯

期
日　

令
和
６
年
１
月
12
日
㈮
・

13
日
㈯
・
14
日
㈰

１
日
目　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

２
日
目　

午
後
１
時
〜
４
時

３
日
目　

午
前
９
時
〜
正
午

内
容　

麹こ
う
じ菌

を
使
っ
た
手
造
り
み

そ
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

２
，３
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

受
付
期
間　

12
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫

期
日　

令
和
６
年
１
月
10
日
㈬
・

11
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

無
添
加
の
材
料
を
使
い
、

本
格
的
な
キ
ム
チ
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

１
，５
０
０
円
程
度

持
参
品　

厚
手
の
手
袋
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
・
持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

12
月
12
日
㈫
〜
20
日
㈬

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日　

12
月
23
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
工
作

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
親
子

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

受
付
期
間　

12
月
10
日
㈰
〜
22
日
㈮

期
間　

12
月
２
日
㈯
〜
26
日
㈫

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

期
間　

12
月
21
日
㈭
〜
令
和
６
年

１
月
８
日
㈷

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

内
容　

冬
休
み
子
ど
も
企
画
！

わ
た
ら
せ
自
然
館
に
来
て
渡
良
瀬

遊
水
地
や
板
倉
町
に
関
す
る
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
中
学
生
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

※
参
加
者
全
員
に
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

▼
特
別
支
援
教
育
支
援
員

仕
事
内
容　

特
別
な
支
援
が
必
要

な
児
童
生
徒
の
支
援

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
時
間　

週
５
日
、
１
日
に
つ

き
７
時
間

月
給　

１
３
５
，６
０
０
円

選
考
方
法　

面
接

申
込
み　

申
込
書
を
持
参
、
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
教
員
免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
持
ち
の
か
た
は
、
写
し
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
少
人
数
等
指
導
員

仕
事
内
容　

各
教
科
の
少
人
数
指

導
や
個
に
応
じ
た
個
別
指
導

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
時
間　

週
５
日
、
１
日
に
つ

き
６
時
間

月
給　

１
４
１
，６
０
０
円

選
考
方
法　

面
接

申
込
み　

申
込
書
と
教
員
免
許
状

の
写
し
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
相
談
員

仕
事
内
容　

児
童
生
徒
の
教
育
相

談
等

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
時
間　

週
４
日
、
１
日
に
つ

き
５
時
間

月
給　

８
５
，５
０
０
円

選
考
方
法　

面
接

申
込
み　

申
込
書
と
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
関
す
る
資
格
ま
た
は
教
員

免
許
状
の
写
し
を
持
参
、
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
給
与
額
は
、給
与
改
定
な
ど
に
よ

り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

令
和
６
年
１
月
12
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

総
務
学
校
係

82

－

６
１
５
３

　

受
賞
さ
れ
た
体
育
功
績
者
は
、

令
和
４
年
度
に
開
催
さ
れ
た
関
東

大
会
や
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
、

町
の
体
育
振
興
に
貢
献
し
成
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
個
人
な
ど
に
表
彰

を
行
う
事
を
目
的
に
、
選
考
委
員

会
で
慎
重
に
選
考
し
た
結
果
、
次

の
か
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
板
倉
町
体
育
功
績
者

〇
小
・
中
学
生
（
敬
称
略
）

▼
水
泳　

岡お
か

西に
し

藤ふ
じ

（
東
小
）

▼
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

川か
わ

部べ

鈴す
ず

菜な

（
西
小
）・
打う

つ

木ぎ

悠は
る

加か

（
西
小
）・
石い

し

井い

り
ら
（
東
小
）

▼
学
童
野
球　

石い
し

垣が
き

然ぜ
ん

（
東
小
）

▼
剣
道　

菅す
が

井い

大た
い

誠せ
い

（
西
小
）・

飯い
い

島じ
ま

利り

公く

（
西
小
）・
飯い

い

島じ
ま

匠た
く

矢や

（
西
小
）

▼
サ
ッ
カ
ー　

初は
つ

澤ざ
わ

煌こ
う

太た

（
西

小
）

▼
空
手　

根ね

岸ぎ
し

佑ゆ
う

奈な

（
西
小
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

髙た
か

橋は
し

美み

采こ
と

（
板
倉
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
）

▼
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル　

荻お
ぎ

野の

結ゆ
う

友と

・

宮み
や

田た

蒼そ
う

梧ご

・
吉よ

し

原は
ら

咲さ
き

羽は

・
多た

田だ

茅ち

穂ほ

琉る

・
前ま

え

野の

和わ

久く

・
多た

田だ

亮よ
り

興お
き

・

宮み
や

田た

龍り
ゅ
う

成せ
い

・
木き

澤ざ
わ

弦げ
ん

・
前ま

え

野の

賀が

久く

・
小こ

島じ
ま

碧あ
お

音と

・
米よ

ね

澤ざ
わ

潮し
お

音ね

（
板
倉
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
グ
）

○
板
倉
中
学
校
（
敬
称
略
）

▼
ラ
グ
ビ
ー　

根ね

岸ぎ
し

彪
ひ
ょ
う

▼
空
手　

尾お

島じ
ま

聖き
よ

士と

▼
弓
道　

小こ

林ば
や
し

由ゆ

依い

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

栗く
り

原ば
ら

雅が

空く

・
川か

わ

邉べ

幸こ

蒔ま
き

・
折お

り

原は
ら

直な

由ゆ

・
川か

わ

部べ

詩し

乃の

・
新し

ん

川か
わ

莉り

音の
ん

・
老お

い

沼ぬ
ま

遥は
る

翔と

▼
陸
上
競
技　

佐さ

藤と
う

直な
お

郁ふ
み

・
荒あ

ら

山や
ま

あ
さ
ひ
・
加か

地じ

咲さ

希き

▼
フ
ッ
ト
サ
ル　

押お
し

江え

昊こ
う

己き

〇
高
校
生
お
よ
び
一
般（
敬
称
略
）

▼
カ
ヌ
ー　

小こ

島じ
ま

佑ゆ
う

介す
け

（
西
邑
楽

高
校
）

▼
新
体
操　

笠か
さ

倉く
ら

春は
る

希き

（
千
葉
県

立
袖
ケ
浦
高
校
）

▼
陸
上
競
技　

長は

谷せ

見み

桜さ
く

花ら

（
宇

都
宮
大
学
）

▼
弓
道　

千ち

葉ば

道み
ち

郎ろ
う

・
鈴す

ず

木き

由ゆ

起き

彦ひ
こ

（
板
倉
町
求
道
会
）

受
講
生
募
集

東
部
公
民
館

日
傘
作
り
教
室

北
部
公
民
館

手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室

南
部
公
民
館

冬
の
精
進
料
理
教
室

南
部
公
民
館

太
極
拳
教
室
（
入
門
コ
ー
ス
）

イ
ベ
ン
ト

中
央
公
民
館

絵
本
読
み
聞
か
せ

北
部
公
民
館

四
季
の
園
芸
教
室

北
部
公
民
館

手
造
り
み
そ
教
室

北
部
公
民
館

本
格
的
な
キ
ム
チ
作
り
教
室

お
し
ら
せ

わ
た
ら
せ
自
然
館

し
ぜ
ん
か
ん
ク
イ
ズ

募
集
し
ま
す

小
・
中
学
校
で
働
く
会
計
年
度
任
用
職
員

受
賞
お
め
で
と
う

体
育
功
績
者
表
彰

中
央
公
民
館

ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ
作
品
展

開
催
し
ま
す

板
倉
町
二
十
歳
の
つ
ど
い

　

町
で
は
、
二
十
歳
を
迎
え
る

か
た
を
対
象
に
「
令
和
５
年
度

板
倉
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」を
開

催
し
ま
す
。ま
た
、立
志
式
の
際
、

将
来
の
夢
な
ど
を
は
が
き
に
書

い
て
入
れ
た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
開
封
も
実
施
し
ま
す
。

　

一
般
の
か
た
も
入
場
可
能
で

す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日　

令
和
６
年
１
月
７
日
㈰

受
付　

午
前
９
時
15
〜
45
分

式
典　

午
前
10
時

※
送
付
し
た
開
催
案
内
の
出
席

票
を
事
前
に
記
載
の
う
え
、
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

か
た
お
よ
び
本
町
出
身
の
か
た

内
容

○
記
念
式
典

○
二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員

企
画｢

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ｣

○
記
念
撮
影

問
合
せ　

生
涯
学
習
係
（
中
央

公
民
館
）
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棒
高
跳
び
は
、
ジ
ャ
ン
プ
と
い
う
よ
り
フ
ラ
イ

ポ
ー
ル
の
し
な
り
で
跳
ぶ
瞬
間

自
分
だ
け
の
自
由
な
世
界
に
入
る

レポーター
広報編集委員

小
こ

林
ばやし

千
ち

矢
や

里
り

なかじま　りゅうご　15歳
朝日野在住

今なにか欲しいものはありま
すかと聞いたところ「高校の
合格がほしいです」と、苦し
い受験生の本音を聞かせてく
れました。

中嶋龍護さん

標準記録を超え全国大会出場

　今年10月に、愛媛県で行われたジュニ
アオリンピック、アンダー16陸上競技大
会に、板倉中３年の中嶋さんが出場しま
した。種目は、棒高跳び。事前の大会で、
アンダー16の標準記録である４メートル
をクリアしての出場で、全国でも22人の
選手しか出場できません。

棒高跳びという競技

　棒高跳びを始めたきっかけは、小学校
の頃から所属していた加須市にある陸上
のジュニアクラブで、中学１年生の時に
コーチから「やってみないか」と誘われ
たことがきっかけでした。
　中嶋さんによると、棒高跳びはジャン
プするというよりフライ。棒を突き刺し
踏み切り、ポールのしなりで体が押し上
げられる瞬間、まさに飛んでいるような
感覚で、自分だけの自由な世界に入り込
んだような、なんともいえない感覚にな

るそうです。
　競技はとても繊細で、１本飛んでバー
を超えられなければ、コーチが撮影した
映像を確認し、自分のコンディションに
合わせてポール自体を変えたり、ポール
を持つ位置をわずかにずらしたり、踏切
るためのスタート位置を、数センチ変え
るなど、細かな修正を行いながら、競技
に臨むことが必要だそうです。

将来の夢

　普段、板中の部活では筋力、体力をアッ
プするための基礎トレーニングを行い、
週に２回ある陸上クラブの練習で棒高跳
びの技術向上を図っています。
　休日は丸太をのこぎりで引いたり、プ
ラモデルを作るのが好きだということで
す。プログラミングや機械の機構などに
も興味があり、将来はものづくりに携わ
りたいと考えているそうです。いつか、
自分で設計した家を大自然の中に建てて
みたい。そんな夢も教えてくれました。

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

　来年１月中旬から下旬にかけて、老
齢や退職による年金を受けているかた
に、「公的年金等の源泉徴収票」が送ら
れます。この源泉徴収票には、令和５
年中に受け取った年金の額、源泉徴収
された税金の額、控除の詳細が記載さ
れています。（介護保険料などが年金か
ら特別徴収されている場合の源泉徴収
税額は、支払われた年金額から介護保
険料額などを控除した後の金額で計算
されています）年金の他に収入がある
場合、所得税の確定申告手続きをする
際にこの源泉徴収票が必要になります。
　１月末日までに源泉徴収票が届かな
かったり紛失した場合、ねんきんネッ
トやねんきんダイヤルで再交付の手続
きができます。また、近くの年金事務
所でも再交付を受け付けています。本
人が来訪する場合は、本人確認書類と
年金証書などを持参してください。そ
の他のかたが来訪する場合は、交付申
請者のマイナンバーや基礎年金番号な
どを確認できる書類、委任状、依頼され
たかたの本人確認書類を持参してくだ
さい。なお、遺族年金、障害年金には
税金がかからず、これらを受給してい
るかたには源泉徴収票は送られません。

ねんきんダイヤル ０５７０-０５-１１６５

公的年金源泉徴収票が送られます

インターネット通販トラブル
代引き配達で偽物に注意！

【事例】
SNSを見ていたところ、化粧品の
広告が表示された。公式通販サイ
トの広告だと思い、リンク先の通
販サイトから化粧品を５千円で代
引き（代金引換）配達で注文した。
　代金を支払い、荷物を開封する
と、商品が偽物だった。販売業者
の情報はメールアドレスしか分か
らない。宅配業者には「荷物を開
封した後は受け取り拒否にはでき
ない。返金できない」と言われた。
送り状の依頼主の欄には、発送代
行業者の連絡先が記載されており、
販売業者の情報は不明である。
（６０歳代 女性）

【ひとこと助言】
　偽物が届く通販サイトには、大
幅に値引きされている、日本語の
字体や文章表現がおかしい、代引
き配達しか選択できない、送り状
の依頼人が販売業者の名称とは異
なっているなどの特徴がよく見ら
れます。少しでも怪しいと感じた
ら取引は控えましょう。
　後で商品が偽物であることが判
明しても、宅配業者からの返金は
難しいです。宅配業者から商品を
受け取る前に、送り状に記載され
ている依頼人の情報を確認し、注
文した販売業者と異なる場合は、
代金を支払わず、受け取りを拒否
しましょう。
　トラブルが生じた場合は、消費
生活センターへご相談ください。

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●
期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

12月３日
（日）

みづほクリニック
２０－１１２２

小児科おぎわらクリニック※
６１－１１３３

富士クリニック ペインクリニック
２０－１９７１

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

12月10日
（日）

竹越医院
８４－３１３７

長谷川クリニック
８０－３３１１

慶友整形外科病院
４９－９０００ －

12月17日
（日）

湯沢医院
６２－２２０９

小西医院
８６－２２６１

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

12月24日
（日）

新井内科クリニック
２０－１２２０

神尾内科医院
７５－１２８８

澤田皮膚外科
７０－７７０３ －

12月30日
（土）

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

まりレディスクリニック
７６－７７７５

多々良診療所
７２－３０６０

新橋病院
７５－３０１１ －

12月31日
（日）

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

加藤医院
８９－１０３１

公立館林厚生病院※
７６－８０３１

小曽根整形外科
７２－７７０７ －

１月１日
（祝）

たなか医院
６２－２８８１

須田内科医院
６３－１４１４

公立館林厚生病院※
７６－８０３１

堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００ －

１月２日
（火）

おうら病院
８８－５６７８

福田ペインクリニック
８４－１２３３

公立館林厚生病院※
７６－８０３１

館林医院
７４－２１１２ －

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　館林保健福祉事務所 ７２－３２３０（平日午前８時30分～午後５時15分）
　 群馬県新型コロナウイルス感染症受診相談センター　 ０５７０－０７０－５６７（館林保健福
祉事務所の受付時間外）

◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡)

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　●内科系の※は、小児科のみとなります。
●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。　●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。
●感染症の流行状況により、電話がつながりにくい場合や診察に時間を要する場合がございます。あらかじめご了承ください。
●公立館林厚生病院の予約時間は、午前８時30分～11時、午後１時30分～２時30分です。(要電話予約)
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トピックス
TOPICS

町民文化祭　10月28日（土）、29日（日）に第44回板倉町民文化

祭が中央公民館で、29日（日）に第34回交通安全

フェスティバルといたくら商工祭が役場駐車

場などで開催されました。

　文化祭では、功労者や功績者に対して表彰

が行われたほか、文化協会加盟団体などが日

頃の活動を披露しました。

　交通安全フェスティバルでは、ヒーロー

ショーやクイズ、さまざまな体験、展示で交

通安全を学びました。また、商工祭は50店舗

以上の出店があり、ステージイベントも行われ、

大変多くの人で賑わいました。

秋町民文化祭・交通安全フェスティバル・商工祭町民文化祭・交通安全フェスティバル・商工祭

の祭典

平板倉町戦没者追悼式板倉町戦没者追悼式

和への誓いを新たに
　11月９日（木）、中央公民館で、令和５年度板倉町戦没者

追悼式が執り行われました。

　この式典は、先の大戦で亡くなられたかたがたを追悼し、

平和を祈念するものです。参列した板倉中学校２年生の

生徒を代表して、松
まつ

村
むら

将
しょう

汰
た

さんと、中
なか

村
むら

彩
あ

友
ゆ

香
か

さんが平

和への誓いを述べました。

今ダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典ダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典

日からまた新しい一歩
　11月11日（土）、中央公民館で令和５年度ダイヤモンド婚

式・金婚式合同記念式典が開催されました。

　ダイヤモンド婚式は結婚60年、金婚式は結婚50年をお祝

いするものです。皆さまには、町から慶祝状が、社会福祉

協議会から記念品が贈られ、参加されたご夫妻を代表して

渡邊さんご夫妻が謝辞を述べられました。第２部では鳴
なる

朱
あけ

会によるアトラクションを楽しんでいただきました。

祝百寿者慶祝訪問事業百寿者慶祝訪問事業

１００歳
　10月27日（金）、矢

や

嶋
じま

俊
とし

江
え

さん（大字大高嶋）が１００歳

になられたことをお祝いするために、百寿者慶祝訪問事

業が行われました。矢嶋さんの健康の秘訣は、何でも好

き嫌いなく食べることで、毎日３食欠かさず、特に白米

と緑茶は必ず召し上がるそうです。

全板倉中学校持久走大会板倉中学校持久走大会

力を振り絞る
　11月21日（火）、板倉中学校で持久走大会が行われました。

はじめに女子約１３０人が２㎞を、次に男子約１５０人

が４㎞のコースをそれぞれ全学年が一斉にスタートし、

持久走に臨みました。当日は風のない小春日和で、生徒

たちは額に汗しながら一生懸命ゴールを目指しました。

東小４年生による学習発表

交通安全フェスティバル

いたくら商工祭
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　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)

　　かん・びん・危険物収集日
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1 　 2 　

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送
冬の県民交通安全運動

（12月10日まで）
おたのしみ広場（児童館）

3 　 4 　 5 　 6 　 7 8 　 9 　

第29回板倉町バスケッ
　トボール交流大会

（海洋センター）こあら学級(保健センター）水道料金口座振替日
(３区～9区、10区の一部) 窓口延長（午後７時15分まで）

女性のがん検診
（保健センター）

ストレス・こころの相談
（館保）

おはなし会（児童館）

10 　 11 　 12 　 13 　 14 　 15 　 16 　

えいごであそぼう（児童館）人権相談（中央公民館）
行政相談(中央公民館）
法律相談（役場）

乳児健診(保健センター)
１歳児相談(保健センター)
子育て講習会 兼
　1、２歳児童館（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

おはなし会（児童館） １歳６か月児健診
（保健センター）

自転車マナーアップデー
（毎月15日）

県民防犯の日（毎月16日）
チャレンジ広場（児童館）

17 　 18 　 19 　 20 　 21 　 22 　 23 　

えいごであそぼう（児童館）健診結果相談会
（保健センター）赤ちゃんレストラン

（保健センター）
０歳児童館（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

おはなし会（児童館）

24 　 25 　 26 　 27 　 28 　 29 　 30 　

農地相談（役場）
町税・保険料納期限
高齢者交通安全日

（毎月25日）

ぱおぱお（保健センター）
窓口延長（午後７時15分まで）

たてばやしクリーンセンター・
　いたくらリサイクルセンター
　特別受入日
　（午後３時まで）

たてばやしクリーンセンター・
　いたくらリサイクルセンター
　特別受入日
　（午前11時30分まで）

31 　 1/1 元日 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　

ごみの収集はありません

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送
蹴初式（中央グラウンド）

ごみの収集はありません

弓道初稽古
（板倉町弓道場）

ごみの収集はありません

剣道尚武会初稽古
（板倉町武道館）

（１月３日の代替収集日） 水道料金口座振替日
　(1区、2区、10区の一部、

　11区～15区)

12

【定休日および休館日のお知らせ】
 各公民館　　　　月曜日および祝日(12月28日～1月3日は休館)
 海洋センター　　月曜日および祝日(12月28日～1月3日は休館)
 わたらせ自然館　月・火曜日および祝日の翌日(12月28日～1月3日は休館)
 文化財資料館　　月曜日(祝日・振替休日の場合開館し、火曜日休館）(12月28日～1月3日は休館)
 児童館　　　　　日曜日および祝日(12月28日～1月3日は休館)
 福祉センター　　土・日曜日および祝日(12月28日～1月4日は休館)
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